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けられていることがある。とはいえ 2016 年 12 月末に建設が本格化して以降、ラオス
国内では鉄道プロジェクトの詳細が徐々に伝わるようになってきた。 
当初、鉄道建設は 2021 年末に終了し、2022 年初頭に運行を開始する予定であった。
しかしトーンルン首相は、建設終了を 2021 年 12 月 2 日の建国 46 周年記念にあわせ


















（Stuart-Fox 1996, 28, 255(注 59)）。これにより同地のシーパンドーンの急流を回避
し、モノを運ぶことができるようになった。フランスはその後もインドシナを結ぶ鉄
道計画を進めた。最初の調査は 1899 年に行われ、ラオスのアッタプーからベトナム














する」と記されている（Pasason Socio-Economic, November 5, 2016）。 













年 12 月 25 日、ルアンパバーン県ルアンパバーン市ポーンサイ村にて改めて建設開始式典が










スの鉄道建設を支援することで合意した。まず 2010 年 4 月 7 日にラオス公共事業・
運輸省と中国鉄道部の間で協力に関する覚書が締結され、同覚書実施に関する協議の
議事録が 10 月 4 日に署名された（Ekasan khosana phuipae nampha naewkhit kiawkap 
khongkan kosang thang lotfai lao-chin 2016, 7）。そして 2012 年 10 月 18 日、ラオス




非常に高度な政治判断が働いたといえる（山田 2013, 249）4。その後 11 月 5 日には
両国政府の間で鉄道に関する協力文書が締結された（Ekasan khosana phuipae nampha 






た。ラオスは当時 35 億ドルの対外債務を抱えており、これに 70 億ドルが加われば
GDP 総額（当時の額で約 90 億ドル）を超えてしまうため、国際機関は経済への悪影
響に懸念を示していた（山田 2013, 249）。 
鉄道計画のデザインや初期調査はすでに 2010 年 8 月から始まり、2011 年初頭には
終了し、2012 年には経済・技術分析報告書が完成していた（Pasason Socio-Economic, 






しかし 2015 年 11 月 13 日、ラオス政府と中国政府は北京にてラオス・中国高速鉄
道建設プロジェクト（建設総額 62 億 8000 万ドル）に関する合意文書に調印した。こ







終版を提案していることからも裏付けられよう（Pasason, September 20, 2016）。言い換えれ
ば、中国は当初乗り気でなかったプロジェクトの実施に積極的になる理由ができたのである。 






以下では、2015 年 11 月から 2018 年 7 月末までの国内外の報道、また政府文書に
基づき、鉄道プロジェクトの概要を整理する。 
これまでの報道によると、総額は 62 億 8000 万ドル、60 億ドルと徐々に下がり、
現在では 59 億 8600 万ドルとなっている（Vientiane Times, June 14, 2018）5。IRR
（内部収益率）は 4.33％と算出され、投資回収には 35 年かかるとみられている
（Pasason, September 15, 2016）。 
プロジェクトは両国出資の合弁企業によって実施され、負担割合は中国が 70％、ラ
オスが 30％となっており、まずは両国が建設総額の 40％を出資する（Pathet Lao, 
April 6, 2017）。残りの 60％は同合弁企業が中国の金融機関から融資を受ける。初期
投資の支出割合も 70％（中国）と 30％（ラオス）であり、単純計算でラオスの出資
額は約 7 億 2000 万ドルとなる。しかしラオスは予算上の制約から、2021 年までの 5
年間で 2 億 5000 万ドル（年間 5000 万ドル）しか拠出できないため、残りの 4 億 8000
万ドルは金利 2.3％で中国輸出入銀行から融資を受けることになっている（Pathet Lao, 
August 9, 2016; Pasason, September 23, 2016, April 6, 2017; Janssen 2017）。 
70 億ドルの借款という当初案に比べ約 10 億ドル以上も総額が引き下げられ、また
ラオス政府の出資額も約 7 億 2000 万ドルとなり、ラオスにとってはより良い条件に




変わりない。国際通貨基金（International Monetary Fund: IMF）によると 2017 年の
ラオスの公的・公的保証債務は GDP の 61.1％、2018 年は 65.3％と推計されており
（IMF 2018, 38）、約 7 億ドルとはいえラオスにとっては少なくない負担である。 
当初の発表によると鉄道は、中国雲南省昆明からルアンナムター県ボーテン国境を




であるためトンネルが 72 カ所で 183.9 キロメートル（行程の 43.07％）、橋梁が 170
カ所で 69.2 キロメートル（行程の 15.8％）設けられる予定であった。7 キロメートル
以上のトンネルは 7 カ所、もっとも長いトンネルは 9.5 キロメートルとなっている
（Pasason, September 14, 2016）。しかし 2018 年 2 月 7 日付の Vientiane Times によ
ると全工程は 409 キロメートル、トンネル数は 75（197.83 キロメートル）、橋梁は
167 カ所となっており、当初案よりも若干距離が短くなった 6。 






当初の計画では駅数は全部で 33（先に 21 駅
を建設）となっていたが 7、現在は 32 とな
っている（Pasason, August 11, 2017）。その
うち旅客駅は 11 カ所に設けられる 8。旅客
車は時速 160 キロメートル、貨物輸送車は
時速 120 キロメートルで走行する予定であ
る（Vientiane Times, December 3, 2015; 
Pasason, September 14, 2016）。旅客車は将
来的に平野部では時速 200 キロメートルで
走行できるように設計されている（Pasason, 
September 14, 2016）。 
当初の 1 日の運行数は 23 本、すべての駅
が設置された後には39本に増加する予定で




プ（1 ドル＝8300 キープ換算で約 17 ドル）となり、時間も 20 時間以上短縮される
（Pasason, September 15, 2016）。現在、首都ヴィエンチャンからボーテンまでバスで
行った場合、時間は 1 日以上かかり、費用はバスの種類にもよるが少なくとも 20 万
キープ以上である。したがって鉄道が完成すれば時間もコストも大幅に削減されるこ
とになる。また鉄道が完成すれば、輸送コストは 600 キープ／トン／キロメートルと
なり、現在の約半額以上、輸送時間も約 45 時間から大幅に短縮されるという（Ekasan 
khosana phuipae nampha naewkhit kiawkap khongkan kosang thang lotfai lao-chin 
2016, 3-4）。 
一方、鉄道プロジェクトの陣頭指揮を執っていたソムサワート副首相は、ラオス・中国
鉄道の経済効果を次のように述べている。1 年目の乗客数は 398 万人、国内利用者数は
短期には年間 611 万人、長期的には年間 862 万人となり、首都ヴィエンチャン＝ボーテ
ン区間の運賃も約 16 万 1850 キープと現在の 28 万 5000 キープよりも安くなる。また雲
南、ラオス、タイ、マレーシア、シンガポールが鉄道で結ばれれば、5 カ国の年間利用者
数は初年度に 965 万人、長期的には 1650 万人まで増え、物流量も 5 カ国で年間 259 万
トン、長期的には 546 万トンまで増量し、首都ヴィエンチャンから中国までの輸送コス
トも現在の 83 万 3340 キープ／トンから 26 万 9750 キープ／トンに低下し、輸送時間は




















 建設は 6 工程に分かれている。第 1 工程はボーテン（ルアンナムター県）＝サイ郡
（ウドムサイ県）までの 68.73 キロメートル（橋梁 11.9 キロメートル、トンネル 43.69
キロメートル）、第 2 工程はウドムサイ県内のサイ郡＝ナムスー橋（橋梁自体の建設
は含まれない）までの 68.85 キロメートル（橋梁 7.65 キロメートル、トンネル 50.13
キロメートル）、第 3 工程はナムスー橋（橋梁を含む）＝ルアンパバーン県サネーン
山までの 65.61 キロメートル（橋梁 9.65 キロメートル、トンネル 45.77 キロメート
ル）、第 4 工程はサネーン山＝ヴィエンチャン県ヴァンヴィエン郡パー村までの 61.49
キロメートル（橋梁 7.49 キロメートル、トンネル 43.47 キロメートル）、第 5 工程は
パー村＝ヴィエンチャン県ポンホーン郡（駅は含まない）までの 79.54 キロメートル
（橋梁 11.63 キロメートル、トンネル 14.29 キロメートル）、第 6 工程はポンホーン
郡（駅含む）＝首都ヴィエンチャンまでの 65.7 キロメートル（橋梁 14.5 キロメート
ル）である（Pasason, September 21, 2016）9。 
建設は主に中国企業が担う。まず中国中鉄股份有限公司（China Railway Group 
Limited：中国中鉄）により、2015 年 11 月 4 日から第 6 工程（ヴィエンチャン県ポ
ンホーン郡から首都ヴィエンチャンまでの 65.7 キロメートル）部分の入札が行われ、
中鉄 2 局集団有限公司（China Railway No.2 Engineering Group Co., Ltd）が落札し、
12 月 23 日に契約が結ばれた（Pasason Socio-Economic, December 25, 2015; Pasason, 
September 21, 2016）。第 6 工程部分だけ先に入札が行われたのは、2015 年 12 月 2 日
にプロジェクト起工式を開催するためである（Pasason, September 21, 2016）。 
残りの 5 工程の入札は、ラオス公共事業・運輸省と中国鉄道部の間で 2010 年 10 月
4 日に結ばれた覚書、また 2015 年 11 月 13 日に両国政府間で調印された鉄道プロジ
ェクトに関する協定に基づき、中国側 6 名、ラオス側 2 名の計 8 名からなる入札委員
会によって 2016 年 7 月 26 日から手続きが開始された（Pasason, September 21, 2016; 
September 22, 2016)。まず中国中鉄が条件に見合う 13 社を選定し、最終的に 12 社
が入札資格を得た（Pasason, September 21, 2016）10。そのうち応札を行ったのは 10
社であり（Vientiane Times, October 25, 2016; Pathet Lao, October 27, 2016）11、書
類は中国中鉄が選定した 3 人の独立専門家に送られ検討された（Pasason, September 
22, 2016）。そして 8 月 26 日に首都ヴィエンチャンにてラオス・中国鉄道社準備委員
会が評価会議を開催し、8 月 29 日～31 日には北京で最終協議会が行われ落札企業が
決定した（Vientiane Times, October 25, 2016）。落札企業は第 1～5 の工程順に中鉄
5 局集団有限公司（China Railway No.5 Engineering Group Co., Ltd）、中鉄国際集団




有限公司（China Railway International Group Co., Ltd）、中鉄 8 局集団有限公司（China 
Railway No.8 Engineering Group Co., Ltd ）、 中 国 水 利 水 電 建 設 集 団 有 限 公 司
（Synohydro）、中国電力建設股份有限公司（Power Construction Corporation of China, 
Ltd）の 5 社である（Pathet Lao, October 27, 2016）12。ただし、実際の工事は下請け
で多くの企業が参加している。たとえば中国中鉄のグループ企業である中国中鉄広州
局（CREC Guangzhou）はウドムサイ県サイ郡でトンネル掘削工事を行っている 13。 
建設資材については中鉄国際集団有限公司（China Railway International Group Co., 
Ltd）、CSR Logistics Co., Ltd、中国鉄路物資総公司（China Railway Materials 
Commercial Corporation）の 3 社が応札し、中鉄国際集団有限公司が落札した（Pasason, 
September 22, 2016）。ラオス企業もセメント、砂利、ガソリンなどの物資や資材を提
供する。たとえば、バンビエンセメント第 2 工場は年間 10～15 万トンのセメントを
供給し（Pathet Lao, December 19, 2016）、ラオス国営燃料は建設に必要な燃料の一
部を提供する（Vientiane Times, March 28, 2017）。一方、鉄道車両は中国中車股份有
限公司が提供することになっている（Vientiane Times, October 4, 2016）。 
また 5 年の建設期間で、ラオス・中国鉄道社（Laos-China Railway Company）、ラ
オテレコム（Lao Telecom）、ラオアジア・パシフィック（Lao Asia-Pacific）、ラオス・
ファーエイ（Laos Huawei）の 4 社が 300 億キープ（約 367 万ドル）で情報通信技術




益しなければ意味はなく、国民から批判を受ける可能性がある。2017 年 8 月末時点
の労働者数 8483 人のうち、ラオス人労働者は 1520 人であった（Pasason, August 30, 
2017）。労働者の多くは中国人やベトナム人だという（Vientiane Times, August 17, 
2017）。中国側もラオス人の雇用促進のため、ルアンパバーン県でラオス人労働者の
ために無料のトレーニングコースを開催しているが、過去 3 回開催されたコースに参
加したのはわずか 30 名だった（Vientiane Times, March 20, 2018）。 
中国側との交渉ではラオス企業 20 社が下請けとして参加することになっているが
（Pasason, September 20, 2016）、2018 年 7 月末現在、ラオス企業で主要部分の建設
を請け負ったのはナムター橋梁・道路社しかいない。同企業は中鉄 8 局から、ルアン
パバーン県ルアンパバーン市＝同県シェングーン郡間の第 3 工程部分で、駅と 3 本の





共事業・運輸部門職員 30 人への鉄道技術研修などが行われている（Pasason, 
October 12, 2016）。 
 






正式な工事開始式典は 2016 年 12 月 25 日に開催されたが、建設は 2015 年 12
月 2 日の起工式以降徐々に始まっており、たとえば 2016 年 6 月時点で中国国境
付近のトンネル工事はすでに行われていた（Pathtet Lao, June 27, 2016）。また




本格的に工事が始まったのは 2017 年に入ってからである。 
写真 5 は 2017 年 5 月 16 日時点のヴァンヴィエンとカシー郡の間にあるトン
ネル建設現場、写真 6 は 2017 年 5 月 18 日時点のルアンパバーン県のトンネル




残っているため、その処理を行う必要があった。2017 年 1 月 4 日には現場の不
発弾処理を行うラオス人民軍兵士の配置式が国防省で開催された（Vientiane 
Times, January 6, 2017）。このように工事はラオス人民軍も動員される国を挙げ
ての事業である。 
2017 年 5 月以降、筆者は 2017 年 12 月に首都ヴィエンチャン＝ルアンパバー
ン県、2018 年 2 月に首都ヴィエンチャン＝ルアンナムター県、2018 年 4 月に首
都ヴィエンチャン＝ウドムサイ県、2018 年７月にルアンパバーン県の工事進捗
状況を確認した。写真 7 は 2017 年 5 月 18 日時点のルアンパバーン県の建設現
場、写真 8 は同じ場所の 2017 年 12 月 13 日時点の様子である。2017 年 12 月に
は 5 月時点ではなかった橋げたが建てられていることがわかる。2 つの写真を比
較すると工事の進捗状況がわかるだろう。このように半年の間に多くの橋げたが
設置された。写真 9 は 2018 年 2 月 18 日時点のウドムサイ県とルアンナムター
県の県境に設置された橋げたである。この場所の橋げたも 2017 年 5 月にはまだ
設置されていなかった。写真 10 はボーテントンネルの 2018 年 2 月 21 日時点の
様子である。2016 年 12 月時点では同場所での掘削は行われていなかった。わず
か 1 年あまりでかなり工事が進んだといえる。写真 11、12 は 2018 年 7 月 7 日
時点のルアンパバーン県のメコン川に架かる橋梁工事の様子である。2016 年 12
月末の本格的工事開始からわずか 1 年半で橋が完成間近となり、鉄道橋を支える
橋げたはすべて設置された（Vientiane Times, July 13, 2018）。 






























2018 年 2 月に首都ヴィエンチャンで行
われた「ラオス・中国一帯一路協力フォー
ラム」では、53 カ所でトンネルの掘削を
行い（3 万 7314 メートル）、橋梁は 47 カ
所、建設現場までのアクセス道路は 848 キ
ロメートル、送電線は 445 キロメートル





第 1 工程部分は中鉄 5 局が担当し、
2018 年 3 月末現在 2401 人の労働者によりトンネルが 14 キロメートル掘削さ
れ、工程全体の 26％が終了している 16。中鉄 2 局は第 6 工程のヴィエンチャン
県ポンホーン郡から首都ヴィエンチャンまでを工事しており、2018 年 1 月現在
橋げた 130 本を設置している（Pathet Lao, January 10, 2018）。2018 年 6 月 8
日の第 8 期第 5 回国会でのブンチャン公共事業・運輸大臣の報告によると、
2018 年 5 月 31 日現在、建設は計画の 33.8％を終了した（Pasason, June 12, 
















（注）写真 11 と 12 がつながりメコン川に 
架かる橋梁となる。（撮影）筆者。 







年 6 月現在、全工程の約 90％の土地がプロジェクトに引き渡されている（Pasason 








の移住・配置に関する首相令第 192 号」を公布し（Samnakgan nanyok latthamonti 























政府は鉄道プロジェクトによって影響を受けるのは、5 県、13 郡、4411 世帯、土
地 3832 ヘクタール、建物 3346 棟、各種樹木 50 万本、果樹 40 万本であり、補償対
象は 242 項目だとしている（Pathet Lao, August 22, 2017）。そして補償総額は 2 兆




4923 億 4000 万キープ（1 ドル＝8300 キープ換算で約 3 億ドル）になるという（Pasason 
Socio-Economic, June 12, 2018）。 
補償費用の詳細を決定するのは各県である。中国・ラオス高速鉄道プロジェクトの
土地補償については各県人民議会での承認後に政府が最終決定を行う。2018 年 6 月
時点で鉄道が通過する全 5 県で土地と家屋の補償額に関する価格が決定している
（Vientiane Times,  June 14, 2018）。たとえばルアンパバーン県では、2018 年 1 月
















第 1 種：8 トン／ha×4,000,000 キープ×5 年＝160,000,000 キープ＋土地価格
250,000,000 キープ＝410,000,000 キープ／ha 
第 2 種：4 トン／ha×4,000,000 キープ×5 年＝80,000,000 キープ＋土地価格
130,000,000 キープ＝210,000,000 キープ／ha 
第 3 種：4 トン／ha×4,000,000 キープ×5 年＝80,000,000 キープ＋土地価格




行われていない畑は 1 平方メートル当たり 3000 キープとして計算する。占有焼畑地
は、毎年の土地税支払証明書を所有していれば 1 ヘクタール当たり 500 万キープとし
て計算するとなっている。また補償価格を定めた県知事決定には、新聞報道であった
242 項目よりも多い 300 以上の項目の補償額が記されている。項目の一部と補償価格
単価を以下の表にまとめた。 
 










住民は、1 ヘクタール当たり 1430 ドルの土地に対して、595～715 ドルしか得ら
れていない（Gerin 2018）。 
表　ラオス・中国鉄道の損失補償に関する価格表（ルアンパバーン県） 価格：キープ
項目 単位 価格 項目 単位 価格
都市部の水田 建物
　幹線道路沿い ｍ2 41,000 　開墾費用 ha 8,300,000
　小道沿い ｍ2 21,000 　整地費用 ｍ2 20,000
　道路なし ｍ2 16,000 　埋め立て費用 ｍ3 10,000
郊外の水田 家屋
　国道沿い ｍ2 36,000 　平屋 ｍ2 4,495,129
　県道沿い ｍ2 21,000 　2階建て ｍ2 4,144,314
　道路なし ｍ2 16,000 　長屋（平屋） ｍ2 4,555,000
農村地域の水田 　長屋（2階建て） ｍ2 4,260,000
　道路沿い ｍ2 21,000 　長屋（3階建て） ｍ2 4,210,000
　道路なし ｍ2 11,000 学生・公務員寮（平屋） ｍ2 4,623,000
都市部の畑 病院
　幹線道路沿い ｍ2 30,000 　村の診療所 ｍ2 4,176,000
　小道沿い ｍ2 20,000 　郡病院（平屋） ｍ2 5,275,000
　道路なし ｍ2 10,000 　県病院（平屋） ｍ2 5,675,000
郊外の畑 工場
　国道沿い ｍ2 30,000 　軽工業（60×80m） ｍ2 3,235,000
　県道沿い ｍ2 20,000 　重工業（60×80m） ｍ2 3,590,000
　道路なし ｍ2 5,000 工業林
農村地域の畑 ｍ2 　パラゴムノキ（1-3年） 本 52,000
　道路沿い ｍ2 10,000 　パラゴムノキ（4-7年） 本 92,000
　道路なし ｍ2 5,000 　パラゴムノキ（8-12年） 本 142,000
移動焼畑地 ｍ2 4,000 　パラゴムノキ（13-30年） 本 322,000
都市部住宅地 　チャノキ（1-3年） 本 23,000
　幹線道路沿い ｍ2 500,000 　チャノキ（4-9年） 本 47,000
　小道沿い ｍ2 350,000 　チャノキ（10-19年） 本 88,500
　道路なし ｍ2 150,000 　チャノキ（20年以上） 本 106,000
郊外の住宅地 果樹
　国道沿い ｍ2 150,000 　マンゴー（1-4年） 本 35,500
　県道沿い ｍ2 120,000 　マンゴー（5年以上） 本 339,000
　道路なし ｍ2 75,000 　ミカン（1-4年） 本 38,500
農村地域の住宅地 　ミカン（5年以上） 本 295,500
　道路沿い ｍ2 50,000 　パパイヤ（1年） 本 14,500
　道路なし ｍ2 20,000 　パパイヤ（2年以上） 本 164,500
（出所）Chaw khwaeng luangphabang（2018）を基に筆者作成。





















ラオス政府は土地収用・補償費用 2 兆 4923 億 4000 万キープ（約 3 億ドル）を負担
しなければならない。しかし収入不足に悩む政府にその財源がない可能性がある。実
際に 2018 年 4 月の閣議では、中国に対して土地補償費用への無償または有償支援が
可能かどうか打診することが協議された（Pathet Lao, April 25, 2018）。つまり予算措
置がとれないということである。もともとラオス政府はプロジェクト総額の 7 億 2000
万ドルを負担し、そのうち毎年 5000 万ドルを今後 5 年間、計 2 億 5000 万ドルを自
国予算から拠出することになっている。2018 年 3 月末時点で、2018 年度予算におけ
るこの 5000 万ドルの支出は財務省から承認されていない（Vientiane Times, March 
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1 たとえば日本の報道では、2017 年 10 月 10 日付日本経済新聞電子版「中国『一帯
一路』構想、ラオスでそろり」、朝日新聞 DIGITAL2017 年 12 月 13 日付「（けいざい
＋WORLD）アジアの鉄路@ラオス 高速縦貫、実際は単線」などがある。 
2 今後首都ヴィエンチャンの中心部まで 7.5 キロメートル延伸予定である（Vientiane 
Times, August 29, 2017） 





5 しかし報道によってはいまだに金額に違いがある。たとえば、2016 年 9 月にラオス
人民革命党機関紙で組まれた鉄道プロジェクトに関する特集では 59 億 5600 万ドル









である（Vientiane Times, January 4, 2016）。 





10 記事に記された 12 社は中鉄 2 局集団有限公司（China Railway No.2 Engineering 
Group Co., Ltd）、中鉄 5 局集団有限公司（China Railway No.5 Engineering Group Co., 
Ltd）、中鉄 8 局集団有限公司（China Railway No.8 Engineering Group Co., Ltd）、中
鉄国際集団有限公司（China Railway International Group Co., Ltd）、中国民航空港建
設集団公司（China Airport Construction Group Corporation）、中国水利水電建設集団
有限公司（Sinohydro Corporation）、中国水利水電第 13 工程局有限公司 (Sinohydro 
Bureau 13 Co., Ltd)、中国水利水電第 10 工程局有限公司 (Sinohydro Bureau 10 Co., 
Ltd)、中国水利水電第 14 工程局有限公司（Sinohydro Bureau 14 Co., Ltd）、中国水電
建設集団 15 工程局有限公司（Sinohydro Engineering Bureau 15 Co., Ltd）、中鉄武漢
電気集団有限公司（Wuhan Railway Electrification Bureau Group Co., Ltd）、雲南建工
                                                     




                                                                                                                                                 
集 団 有 限 公 司 （ Yunnan Construction Engineering Co., Ltd ） で あ る （ Pasason, 
September 21, 2016; September 22, 2016）。 
11 2016 年 9 月 22 日付の Pasason 紙では応札企業は 5 社となっているが、Vientiane 
Times, October 25, 2016、KPL. "Sen sannya kosang sen thang lot fai lao-chi kai nya I-
V" [ラオス・中国鉄道建設第 I-V 工程調印]、Pathet Lao, October 27, 2016 などでは
10 社が応札したとなっている。 




13 Xinhuanet. "Chinese engineering firm breaks through 2nd tunnel along China-Laos 
railway."  
14 CRI online. 「武漢、ラオスの高速列車スタッフ養成」 
15 KPL. "Samlet kanmop phunthi khaw nai khongkan kosang thang lotfai lao-chin leo 
84%" [ラオス・中国鉄道プロジェクトへの土地引き渡しは 84％が終了した]  
16 New China. "Feature: Chinese companies' construction work advances rapidly as 







（Vientiane Times, May 8, 2018）。特にベトナムのヴンアンと結ばれる鉄道は、ヴン
アン港をベトナムと共同開発しラオスが自国の港として活用できるようになるため
重要なプロジェクトである。 
